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§１．研究開発実施体制   

（1） 「研究統括・内部現象計算 メゾスケール計算」グループ（九州大学） 

① 研究開発代表者 井上 元（九州大学大学院 工学研究院・教授） 

② 研究項目：全体総括，メゾスケール内部現象計算の高速化と大規模化，最適設計への

展開 

 

（2） 「先端計測・高度計測 X線 CTXAFSの技術開発」グループ（東北大学） 

① 主たる共同研究者：雨澤 浩史  （東北大学 多元物質科学研究所・教授） 

② 研究項目：5D X線 CT－XAFS計測の高速化とマルチスケール計測の手法確立 

 

（3） 「先端計測・高度計測 X線 CTの技術開発」グループ（立命館大学） 

① 主たる共同研究者：折笠 有基  (立命館大学 生命科学部・教授) 

② 研究項目：X線 CTによる電極層の動的変形計測と粒子形態の同時取得の確立 

 

（4） 「先端計測・高度計測 放射光設備における計測高度化」グループ（高輝度光科学研究セン

ター） 

① 主たる共同研究者：関澤 央輝 （高輝度光科学研究センター 放射光利用研究基盤セ

ンター・主幹研究員） 

② 研究項目：放射光設備における治具開発や計測高度化，高速計測の手法検討 

 

（5） 「データ処理 ３D構造情報からの特徴量抽出」グループ（九州大学） 

① 主たる共同研究者：野下 浩司 （九州大学大学院 理学研究院・助教） 

② 研究項目：パーシステントホモロジー解析による３D構造からの特徴抽出技術の構築 

 

（6） 「データ処理 ビッグデータを対象にした高速演算」グループ（国立情報学研究所） 

① 主たる共同研究者：佐藤 いまり （国立情報学研究所・教授） 

② 研究項目：X線 CTXAFS計測データの高速再構成・取得情報高精度化の技術構築 

 

（7） 「データ処理 多様な計測手法によるデータ拡充」グループ（東京農工大学） 

① 主たる共同研究者：金  尚弘 （東京農工大学 大学院工学研究院・准教授） 

② 研究項目：モデルベース開発への各要素技術の組み込みと高速連携の技術構築 

 

（8） 「内部現象計算 複雑構造内のミクロスケール反応輸送解析」グループ（京都大学） 

① 主たる共同研究者：岩井 裕 （京都大学大学院 工学研究科・教授） 

② 研究項目：粒子内部の分布計算の高速化とマクロ特性取得の技術構築 
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（9） 「自動最適設計 検証・設計結果の評価」グループ（東京大学） 

① 主たる共同研究者：長藤 圭介 （東京大学大学院 工学系研究科・教授） 

② 研究項目：緩和時間応答計測による時空間情報取得とその評価手法の確立 

 

（10） 「自動最適設計 材料試作と評価検証」グループ（北海道大学） 

① 主たる共同研究者：松井 雅樹 （北海道大学大学院 理学研究院・教授） 

② 研究項目：最適設計情報を受けて試作品作製，電気化学評価の実施 

 

§２．研究開発成果の概要  

二次電池等の各種デバイス・システム開発のリードタイム短縮を目指し，「先端計測・高度計測」，

「データ処理」，「内部現象計算」，「自動最適設計」の各要素技術を高速かつ連続的に連結させる

フィードバックループを構築することを目的とする．各スケールの現象理解から最適な構造設計や

指針立案を行うことでサンプル試作や手戻りを無くし，1/160 のリードタイム短縮効果の達成を目指

す．2024年度は各要素技術の高度化を推進した．各項目の詳細を下記に記す． 

（１）「先端計測・高度計測」（東北大学，立命館大学，高輝度光科学研究センター） 

X 線 CTXAFS を用いて電極全体とその内部粒子の反応分布計測を同期させる手法を構

築し，また X 線 CT により電極構造の動的変化と粒子形態の相関評価が可能となった．こ

れら計測において計測治具や設備の高度化，また新規のデータ処理を適用し，計測デー

タ取得を高速化した． 

（２）「データ処理」（九州大学，情報学研究所，東京農工大学） 

（１）の X 線 CTXAFS を用いた電極計測データに対して三次元構築の高速化や，パーシ

ステントホモロジー解析による粒子特徴抽出の技術を構築し，また各要素技術をモデルベ

ース開発として組み込むスキーム構築について検討を進めた． 

（３）「内部現象計算」（九州大学，京都大学） 

機械学習手法を用いて電極層内のメゾスケールの反応輸送計算を高速に行う手法を構築

した．また粒子内部の物質輸送を計算し，マクロな輸送特性を推定する手法を構築した．

以上より，（２）で得られる電極構造や粒子構造のデータを用いた計算が可能となった． 

（４）「自動最適設計」（東京大学，北海道大学，九州大学） 

緩和時間応答計測による時空間情報取得とその評価手法の確立を進め， 自動最適化に

より提案された理想サンプルの有効性と妥当性の検証の道筋を得た．また本研究の効果

検証のために，形状が異なる正極粒子の作製技術を構築した． 
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